
 

 

 

物  質  名 酸化トリブチルスズ ＤＢ－26 
別  名 トリブチルスズオキシド 
CAS 番号 56-35-9 
PRTR 番号 － 

化審法番号 2-2027, 2-2242 

構 造 式 
 
 
 
 
 
 

分子式 C24H54OSn2 分子量 596.11 
沸点 180℃（2 mm Hg）1) 融点 45℃ 1) 
蒸気圧 7.8×10－6 mmHg（25℃）2) 換算係数 － 
分 配 係 数（log Pow） 3.84 3) 水溶性 4 mg/L（20℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 55 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 87 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・若齢の雄ラットに 0、0.025、0.25、2.5 mg/kg/day を 18 ヶ月間混餌投与した結果、2.5 mg/kg/day
群で胸腺重量の有意な低下を認めたが、T 細胞マイトジェンに対する胸腺細胞の応答には変

化がみられなかった。0.25 mg/kg/day 以上の群で腸間膜リンパ節の B 細胞数の有意な増加、

2.5 mg/kg/day 群で腸間膜リンパ節の T 細胞数の有意な減少を認めた。投与 17 ヶ月目の 2.5 
mg/kg/day 群では、免疫機能を調べるためにリステリア菌に感染させた後、脾臓での菌の生存

数が対照群の約 7 倍となり、マクロファージの機能低下が示唆された。0.25 mg/kg/day 以上の

群では旋毛虫の感染に対する抵抗性が抑制され、血清中の IgE 濃度の有意な低下及び感染後

42 日後に筋肉中の旋毛虫の幼虫数に有意な増加を認めた。また、1 歳の雄ラットに 0、0.025、
0.25、2.5 mg/kg/day を 5 ヶ月間月間混餌投与した結果、2.5 mg/kg/day 群で胸腺重量の有意な

低下を認め、リステリア菌及び旋毛虫に対する抵抗性の低下がみられた。これらの結果から、

若齢のラットの NOAEL は 0.025 mg/kg/day であった 6) 。 
・ラットに雄で 0、0.019、0.19、2.1 mg/kg/day を、雌で 0、0.025、0.25、2.5 mg/kg/day を 2 年間

混餌投与し、一部を最長 24 ヶ月後まで観察した結果、雄の 2.1 mg/kg/day 群及び雌の 2.5 
mg/kg/day 群では総血清免疫グロブリン濃度、血清中の IgA 濃度及び IgM 濃度の有意な上昇

を認め、胆管の過形成、細胞性肥大、単核細胞浸潤及び胆管線維症による浸潤、脾臓のヘモ

ジデリン濃度低下、甲状腺濾胞上皮細胞の高さの低下がみられ、生存率の低下も観察された。

また、雌の 2.5 mg/kg/day 群では投与終了後 3 ヶ月目に IgG 濃度の有意な低下を認めた 7,8) 。

この結果から、NOAEL は雄で 0.19 mg/kg/day、雌で 0.25 mg/kg/day であった。 
・ マウスに 0、0.0005、0.0025、0.005%の濃度で餌に添加して 18 ヶ月間投与した結果、0.005％

以上の群では雌雄で生存数の有意な減少を認め、雌で肝臓の絶対及び相対重量、腎臓のアミ

ロイドーシスの発生率に有意な増加を認め、0.0025％以上の群の雌雄でアミロイドーシスの

進行速度の増加がみられた 9) 。この結果から、LOAEL は 0.0005％（雄で 0.7 mg/kg/day、雌で

0.9 mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、0.03、0.16、2.8 mg/m3 を合計 21～24 回（4 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、
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2.8 mg/m3 群で雄の 50％及び雌の 60%が死亡し、気道で炎症性の反応、リンパ系器官で組織学

的な変性がみられたが、0.16 mg/m3 以下の群では、限局性及び全身性の変化はみられなかっ

た 10) 。 
・ラットの二世代試験で F0 世代に 0、0.00005、0.0005、0.005％の濃度で餌に添加して交尾前、

交尾期間の 7 日間及び雌の妊娠、授乳期間中を含む 10 週間投与し、F1 世代にも F0 世代と同

様の濃度で餌に添加して 15 週間投与して交尾させ、F2 世代を産ませた結果、0.005％群の F1

世代の雌雄で胸腺の絶対及び相対重量の有意な減少を認め、雄で体重増加の有意な抑制、雌

では一時的な体重増加の有意な抑制を認めた 11) 。この結果から、NOAEL は 0.00005％（雄で

0.29 mg/kg/day、雌で 0.34 mg/kg/day 相当）であった。 
・ラットに 0、5、9、18 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 19 日目まで強制経口投与した結果、母ラ

ットでは 9 mg/kg/day 以上の群で肛門性器部の被毛の汚れ及び体重増加の有意な抑制がみら

れ、18 mg/kg/day 群で子宮を含む全体重及び子宮を除いた体重の有意な低下を認め、吸収胚

もみられた 12) 。この結果から、母ラットの NOAEL は 5 mg/kg/day であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットの二世代試験で F0 世代に 0、0.00005、0.0005、0.005％の濃度で餌に添加して交尾前、

交尾期間の 7 日間及び雌の妊娠、授乳期間中を含む 10 週間投与し、F1 世代にも F0 世代と同

様の濃度で餌に添加して 15 週間投与して交尾させ、F2 世代を産ませた結果、F1 及び F2 世代

の 0.005％群の仔で、授乳期の体重増加の有意な抑制を認めた 11) 。この結果から、NOAEL は

0.0005％（F1 世代の雄で 0.36 mg/kg/day、F1 世代の雌で 0.44 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、5、9、18 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 19 日目まで強制経口投与した結果、用量

に依存して骨化異常が発生し、9 mg/kg/day 以上の群で 1 つ以上の骨化異常のある胎仔数の比

率（％）が有意に増加した。また、18 mg/kg/day 群で着床率及び吸収胚の発生率の有意な低

下、胎仔の有意な低体重を認めた 12) 。この結果から、仔ラットの NOAEL は 5 mg/kg/day で

あった。 
・ ラットに 0、2.5、5.0、10、12、16 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 20 日目まで強制経口投与した

結果、母ラットでは 10 mg/kg/day 群及び 12 mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑制を認め、仔

では 10 mg/kg/day 以上の群で胎仔数の有意な減少、生後１日目及び３日目の体重増加の有意

な抑制、活動性の有意な低下、生後 110 日目の脳、小脳及び海馬の重量の有意な低下を認め

た。また、10 mg/kg/day 群の仔（雌）で性成熟の有意な遅れを認めた。さらに、生後 5 日目

の対照群の仔に、0、0.004、0.005、0.006％の濃度を１回経口投与した結果、0.004％以上の群

で体重増加の有意な抑制、0.005％以上の群で死亡率の有意な増加、0.006％群で脳及び小脳重

量の有意な低下を認めた 13) 。これらの結果から、母ラット及び仔の NOAEL は 5 mg/kg/day
であった。 

・マウスに、0、1.2、3.5、5.8、11.7、23.4、35.0 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制

経口投与した結果、母マウスでは 11.7 及び 35.0 mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑制を認め

た。仔では、用量に依存した口蓋裂の発生率増加がみられ、23.4 mg/kg/day 以上の群で体重増

加の有意な抑制、骨格に軽度の奇形及び変異のある仔の数が増加し、35.0 mg/kg/day 群では吸

収胚数が増加した 14) 。この結果から、母マウス及び仔の NOAEL は 5.8 mg/kg/day であった。

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の酸化物には皮膚を刺激する感作性はないと示唆されている 15) 。 

・急性の吸入暴露を受けたヒトで、気道への刺激性があったとの症例報告がある 16,17) 。 
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・本物質の酸化物を含む防汚塗料に皮膚を暴露した造船工で、接触性皮膚炎を発症したとの報

告がある。暴露を受けた直後には知覚がなかったが 1 時間以内に刺激を生じ、2 日目には暴

露を受けた部位に発赤及び潰瘍がみられ、塗料で汚れた腕で口唇を拭ったことが原因と推定

される口唇の粘膜の膿胞性傷害も現れた 18) 。 
・有機スズ化合物の製造中の事故で本物質の酸化物をあびた労働者では、原料の飛沫のかかっ

た部位でのみ重症の皮膚炎が発生して長期間続いた。顔と首に飛沫を浴びた労働者では、シ

ャワーで洗浄しなかった片方の耳の後ろにのみ皮膚炎を生じ、腕に飛沫を浴びた労働者では、

皮膚を洗浄した後に作業着を替えなかったところ、本物質が接触して腕に大きな水疱が生じ

た 19) 。 
・トリブチル化合物を含む 10 種類のブチルスズ化合物をボランティアの手の甲に塗布した結

果、4 種類のトリブチルスズ化合物の各々で、8 時間以内に皮膚が充血し、小胞性の炎症及び

そう痒を伴う変化が現れた 20) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 21) （有機スズ化合物） 
0.1 mg/m3（スズとして） 

 

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.025 mg/kg/day（免疫

機能の低下）を採用し、暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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